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第１章 「伊丹市水道事業経営戦略」の策定にあたって 

１．策定の趣旨 

 水道は市民生活を支えるライフラインとして重要な役割を担っており、その事業運営に

あたっては、安全で安心な水道水を安定して供給できる体制整備が不断に求められていま

す。 

 現在、水道サービスを安定して提供するために必要な水道施設等の更新改良や耐震化に

要する投資的経費の増加が見込まれる一方で、少子高齢化や節水機器の普及など水需要の

低迷に伴う給水収益の減少が見込まれる等、水道事業を取り巻く経営環境は、今後益々厳

しくなることが予想されています。 

 こうした中で、引き続き水道施設等の更新改良を進め、施設や管路の健全性を維持して

いくためには、経営状況等について、的確に現状把握を行った上で、徹底した経営の効率

化や施設管理の見直しなど経営健全化への取り組みを一層推進するとともに、投資額の合

理化を最大限に行うなどの計画的かつ合理的な経営に取り組む必要があります。 

そのため、伊丹市水道事業においては、伊丹市新水道ビジョンに掲げる基本理念である

「未来につなぐ 安全・安心な 伊丹の水道」の実現に向け、中長期的な経営の基本計画

である「伊丹市水道事業経営戦略」を策定するものです。
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２．「経営戦略」の位置づけ・計画期間 

２．１ 位置づけ 

この経営戦略は、伊丹市内外の水道を取り巻く環境の大きな変化に対応するため、今後

の取り組みや目指すべき方向性を定めた「伊丹市新水道ビジョン」を踏まえつつ、中長期

的な視点に立った投資・財政計画に基づく戦略的な経営を推進するとともに、「伊丹市総合

計画（第５次）」が掲げる本市の将来像を実現し、水道事業を安定的に継続するための中長

期的な計画を定めるものです。 

 

 

 

２．２ 計画期間 

 

 平成 28 年度から平成 37 年度までの 10 年間とします。
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第２章 現状と課題 

 

１．水道事業の現状 

本市の水道事業は、旧伊丹町の水道として、昭和 11 年に供給を開始して以来、本年で

通水 80 周年を迎えました。当初は、計画給水人口 2 万人、１日最大給水量 3,000 立方メ

ートルという計画で出発した水道でありましたが、その後、合併による市域の拡大や戦後

における産業の復興とともに人口が急増し水不足が深刻となりました。 

また、昭和 30 年代、40 年代の高度成長期には全国でもまれにみる人口急増のため、さ

らに水不足は深刻となり断水が慢性的に生じるなど給水状況は悪化し、市民生活に支障を

きたす事態となりました。 

このため、順次拡張事業を実施し、猪名川、武庫川および工業用水の上水道への転用に

よる淀川からの水源確保や瑞ケ池、昆陽池の貯水池化、浄水場・配水管の整備など、市民

の日常生活に不可欠なサービスを提供するとともに、産業活動や都市機能を支える基幹的

施設として事業を推進してまいりました。 

現在は、第４期拡張事業として、高度浄水処理の導入（平成 17 年 11月に完成）や兵庫

県水道用水受水施設の整備事業（平成 28 年度末完成予定）を実施するなど、安全・安心な

水道水の安定供給に向けた取り組みを計画的に推進しているところです。現在の本市の給

水普及率は 100％で市民皆水道となっており、現有配水能力は千僧浄水場90,000  ／日

と兵庫県水道用水供給事業の申込水量 4,800  ／日を合わせた合計 94,800  ／日とな

っています。 

 

●給水の状況（平成２７年度） 

給水開始年月日 昭和１１年３月５日 

計画給水人口 ２０４，０００人 

現在給水人口 １９６，８３０人 

配水能力 ９４，８００ ／日 

給水普及率 １００％ 

 

２．給水人口・有収水量の推移と見通し 

 本市の給水人口は、近年横ばいないし微増傾向で推移しています。 

 今後は、少子高齢化等の影響により平成 27 年度の約 197,000 人をピークとして緩や

かに減少するものと見込み、平成 37 年度には約 194,000 人と予測しています。 

 有収水量については、平成 18・19年度及び平成 22 年度に一時的な増加を記録してい

ますが、近年の家庭における節水機器の普及や業務営業用、工場用等大口需要者における

節水の取り組みなどが影響して、全体的に減少傾向となっています。現在の水使用形態は

今後も続くと予測され、有収水量も緩やかに減少と予測しています。 
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●給水人口・有収水量の推移と見通し 
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３．水源・施設等の概要 

 ３．１ 水源 

本市は、淀川、猪名川、武庫川の３河川に加え、一庫ダムを水源とする兵庫県水道用水

供給事業（以下「兵庫県営水道」という。）からも受水するなど、豊富な水源を有しており、

さらに２つの貯水池も保有していることから、水源の安定性は高いといえます。 

平成 27 年度末現在、一日最大配水量は 65,400ｍ3/日です。市内給水区域の約95%は

千僧浄水場から配水していますが、市内北部地域の一部は兵庫県営水道から受水し配水し

ています。 

 

●伊丹市の水源（平成 27 年度末現在） 

水源 水源種別 水道施設
計画取水量

（ ／日）
概要

淀川 河川表流水 一津屋取水場 50,000 沈でん処理後に導水

猪名川

河川表流水

河川伏流水

地下水

北村水源地 23,000 瑞ヶ池貯水池に貯留し導水

武庫川 河川表流水 武庫川水源地 20,000 一部を昆陽池貯水池に貯留し導水

兵庫県営水道 浄水受水 多田浄水場 4,800
 

 

H27(197,000人) 

H37(194,000人) 

見通し 実績 
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３．２ 浄水場等施設 

 本市の千僧浄水場等の施設は、これまで伊丹市上水道事業計画（平成 12 年度～平成 27

年度）に基づいて、施設や設備の整備及び更新改良、高度浄水施設の整備など、施設の老

朽化、耐震化対策等を行ってきましたが、昭和 40 年代に建設された施設が多く、老朽化が

進んでいる状況にあります 

また兵庫県営水道の多田浄水場からの水道水を貯留し、市内北部地域の一部に配水する

ための兵庫県営水道受水施設は、平成 28 年度末に竣工し、運用開始予定となっています。 

●取水・導水施設

施設名 竣工年月 所在地 主な施設・設備 備考

一津屋取水場 昭和41年5月 摂津市西一津屋 取水塔、取水渠、沈砂池、導水ポンプ室等
淀川系

１企業団５市共同施設

園田配水場 昭和43年7月 尼崎市田能
着水井、フロック形成池、沈殿池、

配水池、配水ポンプ室等

淀川系

３市共同施設

北村水源地 昭和37年3月 伊丹市北伊丹
集水埋管、取水塔、接合井、除塵機、

ポンプ棟、浅井戸等
猪名川系

武庫川水源地 昭和47年11月 宝塚市弥生町
取水口、除塵機、沈砂池、導水ポンプ井、

ポンプ棟、管理室等
武庫川系

●貯水施設

施設名 竣工年月 所在地 主な施設・設備 備考

瑞ヶ池 昭和43年3月 伊丹市瑞ヶ丘 取水塔、水質改善棟、水流発生装置等 有効貯水量：600,000 

昆陽池 昭和48年３月 伊丹市昆陽池 ポンプ室、取水ポンプ、空気揚水筒等 有効貯水量：150,000 

●浄水・配水施設

施設名 竣工年月 所在地 主な施設・設備 備考

千僧浄水場 昭和40年4月 伊丹市広畑

着水井、接触・混和池、急速攪拌池、フ

ロック形成池、沈でん池、中間ポンプ棟、

オゾン処理棟、活性炭処理棟、急速ろ過

池、次亜注入機室、排水処理棟、管理棟北

館・南館、配水池、配水ポンプ室等

浄水能力：93,000 ／日
配水能力：90,000 ／日

兵庫県営水道

受水施設

平成28年度

竣工予定
伊丹市荻野 配水池 配水能力：4,800 ／日

 平成 27 年度末現在の「固定資産台帳」における資産額に基づく更新需要のデータをもと

に、現有資産を更新しなかった場合の健全度推移を見ると、施設等（建物・土木施設・機

械及び装置等）は、耐用年数が比較的短い機械や電気設備等があるため、平成 37 年度頃に
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は健全施設が 35％程度まで減少します。今後においても、経営状況を踏まえた有利な財源

を活用し、計画的な改築・更新に取り組む必要があります。 

●施設等（建物・土木施設・機械及び装置等）資産の健全度

（現有資産を更新しなかった場合、金額ベースで算出） 
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施設等（建物・土木施設・機械及び装置等）資産の健全度（更新なし）施設等（建物・土木施設・機械及び装置等）資産の健全度（更新なし）施設等（建物・土木施設・機械及び装置等）資産の健全度（更新なし）施設等（建物・土木施設・機械及び装置等）資産の健全度（更新なし）
健全施設 経年化施設 老朽化施設

（％）

※健  全：法定耐用年数未満の資産 

経年化：法定耐用年数の 1.0～1.5 倍経過した資産 

老朽化：法定耐用年数の 1.5 倍以上経過した資産 

３．３ 管路（導水管・配水管） 

 平成 27 年度末現在、管路延長は約569kmで、そのうち導水管は約 24km、配水管は

約 545km に達しています。導水管・配水管の管種別延長を見ると、ダクタイル鋳鉄管が

約95.5％を占めており、その他（鋼管等）が約4.5％を占めています。 

さらに、これらの管種より強度が劣ると言われている塩化ビニル管や石綿セメント管に

ついては使用していません。 

また、管路についても平成 27 年度末現在の「固定資産台帳」における管路資産額に基づ

く更新需要のデータをもとに、現有管路資産を更新しなかった場合の健全度推移を見ると、

徐々に健全配管が減少し、平成 37 年度頃には 75％程度まで減少します。 

 老朽化対策として管路（配水管）については、年間概ね6kmの更新改良を実施してきま

したが、今後、管路更新率を高め、管路の老朽度、漏水事故等を考慮し、計画的に更新改

良に取り組む必要があります。 
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●管路資産の健全度（現有資産を更新しなかった場合、金額ベースで算出） 
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※健  全：法定耐用年数未満の資産 

経年化：法定耐用年数の 1.0～1.5 倍経過した資産 

老朽化：法定耐用年数の 1.5 倍以上経過した資産 

 

４．災害・危機管理対策 

 平成 7 年 1月 17 日に発生した阪神・淡路大震災により、伊丹市では全世帯が断水する

大きな被害を受けました。 

また、類似事業体平均値に比べて少ないものの、幹線管路やその他管路での予測できな

い事故は避けられないものであり、最近では、平成 22 年 6月 21 日に口径 250mmの配

水管が破裂し、約60戸で 5時間の断水が発生しました。また、平成 24年 3月 8 日には、

口径 300mmの配水管が破裂し、約 180戸で 2時間の断水が発生しました。 

 安全かつ安心な水道水を将来にわたって安定的、継続的に供給していくという水道事業

に課せられた責務を果たすため、災害等による断水などを回避するため以下のことについ

て取り組む必要があります。 

 

４．１ 耐震化の状況 

千僧浄水場の施設は、平成 12 年度に管理本館の耐震化が完了し、平成 17 年度には耐震

性能を有した高度浄水施設が完成しました。さらには、平成 23 年度の簡易耐震診断、その

後の詳細耐震診断結果に基づいて、平成 25年度に A配水池、平成 26年度に B配水池の

耐震補強工事を実施し、配水池の５割相当分の耐震補強工事が完了しました。平成 27 年度

にはフロック形成池の耐震補強工事にも着手し、平成 27 年度末において、千僧浄水場施設

の耐震化率は６８％となっています。今後も診断結果をもとに施設の耐震化を進めていく

必要があります。 

 管路（導水管）は、阪神・淡路大震災で被害を受けたことから、耐震化工事を進め、整

備が完了しています。 

管路（配水管）については、更新工事時に耐震管（ダクタイル鋳鉄管NS形継手、GX形
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継手）を採用し、耐震化率の向上に努めてきましたが、重要配水本管や重要配水支管など

の重要路線を含め、今後も引き続き計画的に施設更新することより、震災時にも水道水を

安定的に供給出来るよう管路の耐震化を進めていく必要があります。 

 
●施設や管路の耐震化の状況 

平成27年度

 千僧浄水場内施設耐震化率 68%

 施設全体(千僧浄水場含む)の耐震化率 53%

 重要路線の耐震適合率 53.5%

 管路全体の耐震適合率 28.9%

備考

（耐震対策済の施設数）÷（施設数）× 100

（重要路線のうち耐震対策済の配水管延長）

　　　　　　　　÷（重要路線の総配水管延長）× 100

（耐震対策済の配水管延長）÷（総配水管延長）× 100

 

 

４．２ バックアップ能力 

本市は、淀川、猪名川及び武庫川の３つの自己水源と兵庫県営水道からの受水を合わせ

た４系統の水源を有しています。このうち、自己水源は主に表流水のみであることから、

渇水による取水制限を受ける可能性があります。そこで、瑞ヶ池及び昆陽池の両貯水池を

常時満水に近い状態で水運用を継続するなど貯水池の活用を行っています。また、平成 24

年 3月に「渇水対策マニュアル」を策定し、非常時へのソフト面の備えも行っています。 

 次に、浄水施設では能力に余裕がないと施設の更新や補修点検に支障をきたすことにな

ります。「水道施設設計指針（日本水道協会刊）」によると「浄水場の予備力は当該浄水場

の計画浄水量の 25％程度を標準とする。」となっており、本市の「浄水施設予備力確保率」

は、平成 27 年度で約 31.0％で同指針で定める予備力は確保しています。 

 「配水池貯留能力」については、時間変動調整と事故対応のため、一日最大配水量に対

して 0.5日（12時間）分以上は必要とされていますが、本市の場合、若干不足していると

いえます。本市ではポンプによる加圧配水を行っていることから、停電対策として、千僧

浄水場では、自家発電設備の整備や受電設備の２系統化を図っています。停電の発生する

時間帯にもよりますが、現状では自家発電設備にて 7 時間程度の連続運転が可能となって

います。 

 他事業体との緊急時連絡管整備では、平成 12 年 11月に宝塚市、川西市及び猪名川町と

の３市１町において「相互融通管の設置及び管理等に関する覚書」を締結しており、宝塚

市と２箇所、川西市と２箇所の配水管の連絡を行っています。さらに、平成 17 年 10月に

尼崎市と「配水管相互連絡工事の施行に関する覚書」を締結し、１箇所の配水管の連絡を

行っています。その他、兵庫県営水道送水管と千僧浄水場配水池との連絡管も１箇所整備

しています。なお、本市では千僧系と兵庫県営水道系の２系統の配水系統がありますが、

その配水能力は千僧系に偏っているため、千僧浄水場が事故等により停止した場合には、

その影響は大きいといえます。市内では、配水区域のブロック化について検討を進めてい

ますが、今後も、新たな緊急時連絡管整備について検討していく必要があります。 
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５．財政状況 

５．１ 経営状況 

過去 10 年間における収益的収支の推移を見ると、常に収入が支出を上回っています。平

成 26年度には地方公営企業会計制度の見直しがあり、収入、支出ともに増加しています。 

収益的支出の費用内訳を見ると、業務の外部委託化等により、人件費の割合は小さくな

る傾向にありますが、高度浄水施設の導入以降、減価償却費の増加が顕著になっています。 

 平成１８年度以降の経営状況は、経営健全化に向けた取り組みの実施や効率的な事業運

営により、純利益を計上するなど、健全経営を維持しています。平成２７年度の純利益は、

前年度以前と比較して大きく増加した４億２百万円となっていますが、これは、資産の有

効活用として実施した土地売却に係る売却益が発生したことや前年度に特別損失として計

上した会計基準の見直しによる各種引当金が減となったことなどによるものであります。 

 しかしながら、経営の根幹をなす給水収益（水道料金）は、近年減少傾向にあり、今後

においても少子高齢化、節水機器の普及、企業の効率的水使用の徹底等により、減少する

ことが見込まれていますので、更なる経営の効率化が求められています。 
 
 
 
●収益的収支及び当年度純損益の推移              （消費税及び地方消費税抜） 
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（（ （（
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●給水収益（水道料金）の推移                  （消費税及び地方消費税抜） 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

3,316,988 3,309,210 3,240,002 3,185,669 3,234,856 3,180,285 3,178,780 3,143,657 3,058,480 3,020,971
給水収益(水道料金)

（千円）
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●収益的支出の費用内訳の推移                 （消費税及び地方消費税抜） 
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５．２ 企業債発行額と残高の状況 

これまで水道施設の建設改良については、将来世代への負担軽減を図るため、事業費に

対する企業債の発行割合を40％から50％程度の水準に抑えるなど、計画的な企業債の発行

に努めてきました。さらに企業債の補償金免除繰上償還制度を活用し、高利率の企業債の

借換を実施したことにより、平成18年度末時点で約159億円あった企業債残高は、年々減

少し平成27年度末時点で約134億円（平成18年度比 約25億円減（約16.0％減））とな

っています。 

今後においても、計画的な企業債の発行と償還に努め、企業債残高を減少させていく必

要があります。 

 

●企業債発行額の推移 
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※上記発行額には、借換額を除く。 
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●企業債残高の推移 
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５．３ 一般会計繰入金の状況 

地方公営企業は独立採算制を経営の基本原則としつつ、経費のうちその性質上企業経営

に伴う収入をもって充てることが適当でないものなどについて、法令等に基づき一般会計

等が負担又は補助をし、あるいは出資をすることとされています。 

この経費負担区分については、毎年度通知される「地方公営企業繰出金について」（総務

副大臣通知）に示されており、原則、この内容を基準にして繰入を行っています。 

 主に、消火栓等に要する経費、地方公営企業職員に係る児童手当に要する経費、上水道

の出資に要する経費、上水道の水源開発に要する経費について一般会計から繰入を行って

いますが、平成 25・26・27 年度については、災害対策として基幹水道構造物の耐震化事

業に対する出資金等を受け入れたことにより増加しています。 

 

●一般会計繰入金の推移 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

繰入額
（千円）

157,392 166,558 166,623 188,366 184,218 195,664 185,758 229,269 326,180 220,475

 
 

 

５．４ 国庫補助金の受入状況 

本市においては、国庫補助金を最大限活用した水道施設の老朽化・耐震化に取り組んで

おり、これまでも平成 21・22 年度に配水管の老朽化事業、平成 25年度以降は配水管の

老朽化事業や水道施設の耐震化事業などに対して、国庫補助金を受け入れるなど、有利な

財源を活用した事業展開を行っています。 

H18 比H18 比H18 比H18 比    

約 25 億円減 約 25 億円減 約 25 億円減 約 25 億円減 

（約 16.0％減）（約 16.0％減）（約 16.0％減）（約 16.0％減）    

約 159 億円 約 159 億円 約 159 億円 約 159 億円 

約 134 億円約 134 億円約 134 億円約 134 億円    
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●国庫補助金の受入額推移 
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５．５ 自己資金（補てん財源残高）の状況 

 平成 18 年度末時点で約6億 9千万円あった自己資金は、平成 19年度に企業債の繰上

償還を行ったことで減少しましたが、業務委託の拡大や資産の有効活用など、経営健全化

に向けた取り組みの継続実施により、平成 20 年以降は年々増加し、平成 27 年度末時点で

約 13億 9千万円（平成 18 年度比 約 7億円増（約 101.6％増））となっています。 

 この自己資金については、今後予定している老朽化した水道施設の更新や耐震化対策等

の財源として活用していく予定です。 

  

●自己資金（補てん財源残高）の推移 
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※自己資金は、資本的収支の不足額に対する補てん財源として使用可能な額としています。 
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６．経営指標分析 

 経営や施設等の状況を表す経営指標を用いて、経年比較や類似事業体との比較などを行

い、経営状況を分析しました。なお、分析に使用する経営指標については、平成 27 年 7

月 30 日付の総務省事務連絡で示された「経営比較分析表」に用いる 11 の指標を採用しま

した。 

 

●経営指標分析（H26年度） 

類似 望ましい

事業体平均 方向

① 経常収支比率（経常損益） % 110.61 114.43 ↑↑↑↑

② 累積欠損金比率　（累積欠損） % 0.00 0.13 ↓↓↓↓

③ 流動比率（支払能力） % 124.07 289.80 ↑↑↑↑

④ 企業債残高対給水収益比率（債務残高） % 453.29 301.99 ↓↓↓↓

⑤ 料金回収率（料金水準の適切性） % 101.65 107.05 ↑↑↑↑

⑥ 給水原価（費用の効率性） 円/m
3 142.68 155.09 ↓↓↓↓

⑦ 施設利用率（施設の効率性） % 64.04 61.61 ↑↑↑↑

⑧ 有収率（供給した配水量の効率性） % 95.17 90.23 ↑↑↑↑

⑨ 有形固定資産減価償却率（施設全体の減価償却の状況） % 45.45 46.36 ↓↓↓↓

⑩ 管路経年化率（管路の経年化の状況） % 16.70 13.57 ↓↓↓↓

⑪ 管路更新率（管路の更新投資の実施状況） % 1.04 0.72 ↑↑↑↑

老

朽

化

の

状

況

経営指標 単位 伊丹市

経

営

の

健

全

性

経

営

の

効

率

性

 

※指標の「↑↑↑↑」は高いほうが良い、「↓↓↓↓」は低いほうが良い。 

※類似事業体平均は、総務省による分類（給水人口規模 15 万人以上 30 万人未満） 
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６．１ 経営の健全性 
 

①経常収支比率は 100％を上回っており、経営状況は健全な状況にあると言えますが、類

似事業体平均と比較すると、少し低い値となっています。 

②累積欠損金は発生しておらず問題はありません。 

③流動比率は 100％を上回っており、健全な状況ではありますが、類似事業体平均と比較

すると低い値となっています。 

④企業債残高対給水収益比率は類似事業体平均と比較すると高い値となっています。今後

も引き続き、企業債の発行を抑制により企業債残高を減少させる必要があります。 
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※③流動比率において、平成 26 年度の比率が悪化していますが、これは地方公営企業会計制度の見直し

により算定方法が変更されたものによるものです。（借入資本金等（企業債等）のうち一年以内に返済す

るものを流動負債として計上することとなった。） 
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６．２ 経営の効率性 

 

⑤料金回収率はＨ26 年度の会計制度見直しに伴い、給水原価が減少したため 100％以上

となりましたが、類似事業体平均と比較すると低い値となっています。 

⑥給水原価は、類似事業体平均と比較すると低い値となっています。経営の効率化に向け

た取り組みを継続的に実施してきたことによるコスト削減の効果が表れています。 

⑦施設利用率は、類似事業体平均と比較すると高い値となっています。効率的に施設を運

用していますが、水需要減少に伴い、近年は減少傾向を示しています。 

⑧有収率は、類似事業体平均と比較して高い値となっています。漏水対策や老朽管の更新

を計画的に実施してきた効果が表れています。 
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望

ま
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い

方

向

⑧有収率⑧有収率⑧有収率⑧有収率

（供給した配水量の効率性）（供給した配水量の効率性）（供給した配水量の効率性）（供給した配水量の効率性）

（％）（％）（％）（％）

 

伊丹市    類似事業体平均 

※ 平成 26 年度の給水原価は、長期前受金戻入を控除した値です。 
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６．３ 老朽化の状況 

 

⑨有形固定資産減価償却率は類似事業体平均と同様に増加しています。法定耐用年数を経

過した水道施設の割合が年々増加しており、水道施設の更新の必要性が高まっています。 

⑩管路経年化率は類似事業体平均と同様に増加しています。法定耐用年数を経過した管路

の割合が増加しています。 

⑪管路更新率は類似事業体平均と同様に横ばいで推移しています。類似事業体平均と比較

して高い更新率となっていますが、管路については、実使用年数も考慮した管路更新率

の設定を行ない、計画的に更新・改良を行っていく必要があります。 

 

 

38.93 
40.44 

42.09 
43.53 

45.45 

40.37 

41.47 

42.43 

43.24 

46.36 
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36.0 
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し

い
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向 
⑨有形固定資産減価償却率⑨有形固定資産減価償却率⑨有形固定資産減価償却率⑨有形固定資産減価償却率

（施設全体の減価償却の状況）（施設全体の減価償却の状況）（施設全体の減価償却の状況）（施設全体の減価償却の状況）

（％）（％）（％）（％）
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⑩管路経年化率⑩管路経年化率⑩管路経年化率⑩管路経年化率

（管路の経年化の状況）（管路の経年化の状況）（管路の経年化の状況）（管路の経年化の状況）

（％）（％）（％）（％）
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（管路の更新投資の実施状況）（管路の更新投資の実施状況）（管路の更新投資の実施状況）（管路の更新投資の実施状況）
（％）（％）（％）（％）

 

伊丹市    類似事業体平均 
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第３章 経営戦略の基本理念と方向性 

 

１．基本理念 

少子高齢化の進行、節水機器の普及、業務営業用、工場用等大口需要者における節水の

取り組みなどの影響により水道料金の減少傾向が続く中、将来における水道施設の大量更

新時代への備え、地震等の災害への備えといった投資的経費の増加が見込まれるなど、非

常に厳しい経営環境が継続していくことが予想されます。 

こうした状況を踏まえ、安全かつ安心な水道水を将来にわたって安定的、継続的に供給

していくため、「伊丹市新水道ビジョン」に掲げる「未来につなぐ 安全・安心な 伊丹の

水道」を基本理念に、持続可能な水道事業の実現に向けた中長期的な経営の基本計画とし

て策定します。 

 

２．方向性 

 平成26年8月29日付総務省通知の「公営企業の経営に当たっての留意事項について」に

基づき、「投資試算」と、「財源試算」を構成要素とし、投資以外の経費も含めた上で、

収入と支出が均衡するよう調整した財政計画（収支計画）を策定するとともに、経営の効

率化や健全化等の取り組みについても必要な検討を行い、上記計画に反映させたものが経

営戦略となります。 

 

経営基盤強化と財政マネジメントの向上経営基盤強化と財政マネジメントの向上経営基盤強化と財政マネジメントの向上経営基盤強化と財政マネジメントの向上

投資・財政計画（収支計画）投資・財政計画（収支計画）投資・財政計画（収支計画）投資・財政計画（収支計画）

組織･人材･定員･給与組織･人材･定員･給与組織･人材･定員･給与組織･人材･定員･給与

に関する事項に関する事項に関する事項に関する事項

広域化･民間の資金･ノウハウ広域化･民間の資金･ノウハウ広域化･民間の資金･ノウハウ広域化･民間の資金･ノウハウ

活用等に関する事項活用等に関する事項活用等に関する事項活用等に関する事項

その他のその他のその他のその他の

経営基盤強化の取組経営基盤強化の取組経営基盤強化の取組経営基盤強化の取組

資金不足比率資金不足比率資金不足比率資金不足比率

資金管理・調達等資金管理・調達等資金管理・調達等資金管理・調達等

その他重点事項その他重点事項その他重点事項その他重点事項

（防災対策･危機管理等）（防災対策･危機管理等）（防災対策･危機管理等）（防災対策･危機管理等）

経営戦略［イメージ］経営戦略［イメージ］経営戦略［イメージ］経営戦略［イメージ］

投資試算 財源試算投資試算 財源試算投資試算 財源試算投資試算 財源試算

［投資以外の経費］［投資以外の経費］［投資以外の経費］［投資以外の経費］

均衡均衡均衡均衡

経営の効率化・健全化の取組方針経営の効率化・健全化の取組方針経営の効率化・健全化の取組方針経営の効率化・健全化の取組方針

反映反映反映反映
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第４章 経営の効率化・健全化への取り組み 

 

１．職員の人材育成・定員管理の適正化 

水道事業を取り巻く環境が大きく変化している中、市民の生活や経済活動を支えてきた

水道を安定して供給していくためには、技術基盤の確保が重要であると考えます。そのた

め職員の配置・確保に関しては、市長部局との人事交流により人材を確保し適正配置に努

めてきました。しかし団塊の世代の職員の大量退職以降、多くのベテラン職員が退職し、

再任用職員として再配置してきましたが、職員の新陳代謝が図れず技術の継承という観点

からは厳しい状況でした。そこで上下水道局では、次代の人材を育成するため局独自の職

員採用を実施しました。その結果、経験年数 5 年未満の職員数が増大し経験不足は否めま

せんが、今後も局内外での各種研修への積極的参加や資格取得の支援等により、技術基盤

の確保及び技術力の向上に努めます。 

 また、内部研修にあたっては、OJTでの指導だけでなく、各種業務マニュアルの整備も

進めています。今後は、研修会を通してその内容の周知を図るとともに、改善点などを検

証し、より使いやすい内容へと見直しを図っていきます。 

 一方、組織体制については、平成 26年度の上下水道事業の組織統合以降、効率的な業務

の遂行に向け、組織の再編を行うなど、組織体制や事務分掌の見直しを実施してきました。

今後の厳しい経営環境を見据え、引き続き定員管理の適正化を図りながら、事業環境の変

化に適応できる効率性の高い組織体制の構築に努めていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

○市長部局との人事交流や局独自採用の実施による人材の確保及び適正配置

○内部研修の充実

○外部研修への積極参加

○資格取得の推奨

○事業環境の変化に応じた効率的な組織体制の構築に向けた検討

○定員管理計画に基づく定員適正化の推進

○新定員管理計画の作成
 

 

２．広域化の推進 

 広域連携は、水道事業の基盤強化のための有力な方策であることから、企業団化などの

事業統合に限らず、経営の一体化、維持管理業務や総務系の事務処理などの管理の一体化、

浄水場などの施設の共同化など様々な方策について、幅広く検討していくことが必要であ

るとされています。 

 本市では現在、「阪神北地域水道協議会」（伊丹市、宝塚市、川西市、三田市、猪名川町
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の４市１町で構成）において、水質検査業務の共同運営や薬品の共同購入等の連携方策に

ついて検討しているところです。また、将来における導水管路の共同化など、広域化や広

域連携の可能性について検討するため、近隣水道事業体と広域化検討会を立ち上げ検討し

ているところです。 

 今後事務部門や維持管理部門などできるところから広域連携への取り組みを進めていく

とともに、将来における千僧浄水場施設の規模適正化を図るためにも、水道用水供給事業

体も含めた広域化についても検討していきます。 

 さらに、平成 28 年度には、兵庫県が県内水道事業の現状把握と将来見通し、県内水道事

業のあり方や県内水道事業の健全な発展等に係る実現方策等についての検討を行うために

「兵庫県水道事業あり方懇話会」が設置されました。今後は兵庫県や懇話会の動向に注視

しながら、適宜、兵庫県と協議・調整を行うなど、兵庫県内における広域連携の可能性な

どについても検討していきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

○近隣水道事業体との広域化・広域連携の調査・研究

○水道用水供給事業体も含めた広域化・広域連携の調査・研究

 

 

３．民間の資金・ノウハウの活用 

 民間企業等への委託については、営業関連業務委託や中央監視操作業務委託などこれま

で委託範囲の拡大や委託内容の見直しを行ってきました。今後も引き続き、その効果を見

極めながら、委託業務の範囲拡大や現行委託業務の再検討を行っていきます。 

 また、新たな官民連携方式である、公共が施設を所有したうえで、民間事業者に対して

公共施設等運営権を設定し、民間事業者が料金収入等によって施設の運営等を行う方式で

あるコンセッション方式などについて、先進事例等の情報収集を図るとともに、その導入

の可能性や効果について、調査・研究を行っていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

○委託業務の拡大

○現行委託業務の再検討

○コンセッション方式等新たな官民連携方式の検討
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４．経営基盤の強化 

 本市では、平成 26年度の上下水道事業の組織統合に伴い、更なる経営の健全化と市民サ

ービスの向上を目指し、健全経営の維持に向けた取り組みを「経営健全化項目」として取

りまとめました。この中で、資産の有効活用や遊休地の売却などで収入を確保するととも

に、上下水道工事の合併入札の実施、財務会計システムの統合、営業関連業務や千僧浄水

場施設等運転操作業務委託の拡大など支出の抑制に取り組んできました。 

 今後も健全経営の維持に向け「経営健全化項目」に計上した取り組みを計画的に実施し

ていくとともに新たな収入確保策や支出抑制策を検討し実施していきます。さらに、近隣

水道事業体等と水道事業の維持管理業務や事務の共同化など、広域連携の推進に向けた検

討を行っていきます。併せて、水道料金等の債権に関する徴収体制を充実し、滞納整理業

務を強化することで、徴収率を向上し収入確保を図っていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

○「経営健全化項目」の継続実施

　・千僧浄水場施設等運転操作業務の全面

　　委託化

○新たな収入確保策の検討、実施

○新たな支出抑制策の検討、実施

○次期計画期間に向けた公平で適正な

　料金体系･料金水準の検討

○未収金対策の継続

　(電話催告､個別訪問､給水停止､法的措置)

○「経営健全化項目」の継続実施

　・上下水道管路ｼｽﾃﾑの統合

　・資産の有効活用(遊休地の売却の実施)

○配水本管のﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞの検討･実施

○未収金対策の継続

　(電話催告､個別訪問､給水停止､法的措置)

○広域連携の推進に向けた検討

　(維持管理業務や事務の共同化など)

○淀川取水施設負担金の繰上償還の実施

 

 

5．資金管理・調達 

 企業債は、世代間負担の公平性を確保するために必要とされており、水道事業において

も、水道施設の建設改良に係る財源については、国庫補助金等の充当分を除き、一定の範

囲内で企業債を発行しています。この企業債については、水道料金を原資として償還する

ものであることから、今後、人口減少による料金収入の減少が見込まれる中で、将来世代

に過大な負担とならないよう、企業債残高の抑制を図ることが重要となります。 

 今後においても、将来にわたる水道サービスの持続的提供に向け、計画的に水道施設の

老朽化・強靭化対策を講じていく必要がありますが、資本的収支における資金の状況や毎

年度の企業債償還額等を勘案した計画的な企業債の発行を行うことにより、企業債残高の

削減に努めていきます。 

 さらに、資金調達にあたっては、資本的収支の資金の状況を勘案しながら、借入期間、



21 

 

据置期間、償還方法など、借入条件についての検討も行い、支払利息の軽減による将来世

代の負担の抑制に努めていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

○計画的な企業債の発行

○借入条件の検討
 

 

 

6．危機管理体制の強化 

 これまでも「伊丹市地域防災計画」に基づく総合防災訓練など、災害時を想定した研修

や訓練を計画的に実施し、職員の意識や対応力の向上を図っているところですが、危機管

理体制の更なる強化を図るため、平成 28 年度に上下水道局内に危機管理対策会議を設置し、

新たに「伊丹市上下水道局危機管理計画」を策定する予定です。今後においては、同計画

に基づき、危機管理における関係事業体との広域連携や民間事業者との災害応援協定に関

する検討を行うとともに、既存の各種「危機管理マニュアル」の見直しや地震などの災害

を想定した訓練等を計画的に実施することで、危機管理能力を備えた職員の養成と危機管

理体制の強化に努めていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

○「伊丹市上下水道局危機管理計画」の

　策定

○水道BCP（業務継続計画）の策定

○各種「危機管理マニュアル」の見直し

○民間事業者との災害応援協定締結の検討

○「伊丹市上下水道局危機管理計画」等に

　基づく研修・訓練の実施

○防災活動における市民との連携

○「伊丹市上下水道局危機管理計画」等に

　基づく研修・訓練の実施

○防災活動における市民との連携

 

 



22 

 

第５章 投資・財政計画（収支計画） 

 

１．投資試算 

本市水道事業は、昭和 11 年に計画 1 日最大給水量 3,000ｍ3/日により給水開始して以

来、急激な人口増加に伴う、水不足を解消するため、順次拡張事業を実施し、浄水場や配

水管など、水道施設の整備に努めてきました。水道施設の多くは、昭和 40 年代の高度経済

成長期に集中的に整備されており、老朽化とその更新費用の増大が懸念されています。さ

らに、水道サービスの持続的提供に向け、重要施策である水道施設の耐震化には多額の投

資が必要と見込まれています。 

経営戦略の策定にあたり、中長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイクル全体にわ

たって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営することが不可欠であり、今後の更新改良

工事にあたっては、投資の合理化を踏まえた投資試算を行っていくことが必要です。 

将来にわたって安定的に事業を継続していくために必要となる施設・設備に関する投資

の見通しを試算した計画については、新水道ビジョンに掲げる基本目標を踏まえ、水道施

設の耐震化及び計画的な施設整備の２事業を重点施策として設定します。 

 

１．１ 水道施設の耐震化 

 水道の使命の一つとして、生命の維持や市民生活に欠くことのできない水は、災害時で

あっても、水道システムによって給水することが基本であるといえます。そのため、浄水

場等施設や管路等、水道施設の耐震化を図るなど災害に強い水道システムの構築を推進し

ていく必要があります。 

しかしながら、水道施設の耐震化には多くの時間と費用を要します。前回ビジョンから

の取り組みを継続し、基幹施設である浄水場の耐震化を推進しつつ、管路の耐震化にも積

極的に取り組んでいきます。 

伊丹市新水道ビジョンの実施目標である「確実な給水の確保（強靭）」の実現に向けて、

耐震診断などを踏まえた施設更新計画を策定し、計画的に耐震化を推進していきます。 

 

 

①浄水場等施設の耐震化 

 基幹施設である千僧浄水場では、平成 25年度から平成 26年度にかけて配水池（A・B

池）、平成 27 年度にフロック形成池（C・D池）の耐震補強工事を完了しました。平成 28

年度以降は耐震性能を有していないフロック形成池（Ａ・Ｂ池）、配水池（C池）及び１系

配水ポンプ井について、レベル２対応の耐震性能の確保を目指します。また、平成 27 年度

〔具体的な取り組み内容〕 

① 浄水場等施設の耐震化 

② 管路（配水管）の耐震化 
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に千僧浄水場内、平成 28 年度には場外の施設を対象にして詳細耐震診断を行い、耐震性能

が不足する施設を抽出するとともに、施設が被災した場合の市民生活への影響などを考慮

し、優先度の高い施設から耐震化工事を実施していきます。 

 

●浄水場等施設の耐震化 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

千僧浄水場
 フロック形成池(AB池)　配水池(C池)

 １系配水ポンプ井　  　  混和池

 急速攪拌池

　　着水井

　　汚泥濃縮槽

　　汚泥貯留槽

北村水源地
　　取水塔     　　ポンプ井

　　接合井　　     浅井戸

　　ポンプ棟

武庫川水源地
　　ポンプ井　　　取水口

　　沈砂池

昆陽池貯水施設 　　ポンプ井　　　ポンプ棟

瑞ヶ池貯水施設 　　取水塔

事業費（千円） 667,300 362,500
 

 

●千僧浄水場内施設の耐震化率の推移 

0%

20%

40%
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●施設全体（千僧浄水場含む）の耐震化率の推移 
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40%

60%

80%

100%

120%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

H37

100％

H27

53％

 

 ※施設の耐震化率 ＝（耐震対策済の施設数）÷（施設数）× 100 とする。 
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②管路（配水管）の耐震化 

管路については、更新改良工事時に耐震管（ダクタイル鋳鉄管NS形継手、GX形継手）

を採用し、耐震化率の向上に努めてきました。重要路線（千僧浄水場から市内各地域への

基幹的な管路及び基幹的な管路から避難所及び病院までの管路）の配水管における耐震化

の取り組みでは、ダウンサイジングを考慮した配管網の見直しを行い、平成 27 年度に「伊

丹市管路耐震化基本計画」を策定しました。今後も災害による被害を最小限に抑えるため

同計画に基づき、管路（配水管）の耐震化を推進していきます。 

 

●伊丹市管路耐震化基本計画における重要路線の整備延長 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

重要路線の

整備延長 8,693ｍ 8,629ｍ

事業費（千円） 1,154,483 906,620
 

  
●重要路線の耐震適合率の推移 

0.0%
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20.0%

30.0%

40.0%
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H37
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H27
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※ 重要路線の耐震適合率 ＝（重要路線のうち耐震対策済の配水管延長） 

÷（重要路線の総配水管延長）× 100 とする。 

 
●管路（配水管）の耐震適合率の推移 
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※ 管路の耐震適合率 ＝（耐震対策済の配水管延長）÷（総配水管延長）× 100 とする。 
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１．２ 計画的な施設整備 

水道事業では、浄水場等施設や管路等の水道施設の健全性を維持し、将来にわたって安

全で安心な水道水を安定して供給することが求められています。 

老朽化した水道施設から順次、更新を行っていく必要がありますが、施設整備に必要と

なる資源（ヒト、モノ、カネ）には制約があることから、経営指標や将来の更新需要予測

を考慮しながら計画的かつ効率的な施設の整備を実施していく必要があります。 

伊丹市新水道ビジョンの実施目標である「水道サービスの持続性の確保（持続）」の実現

に向けて、計画的な施設整備を実施し施設の機能維持を図っていきます。 

    

 

 

①浄水場等施設の計画的な更新 

千僧浄水場等の基幹施設の更新については、法定耐用年数による計画的な改良更新工事

を基本としながら、施設の事故発生率や重要度を考慮し、適正な維持管理による施設の延

命化を図りつつ、更新時期を平準化していく必要があります。 

   

●浄水場等施設の更新（施設耐震化工事を除く） 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

千僧浄水場

着水井　 　　　　急速ろ過池

活性炭接触池　　 中間ポンプ棟

混和池　 　　　　活性炭処理施設

急速攪拌池　 　　２系配水ポンプ

水質管理　　　　 中央監視制御装置

オゾン処理棟

掻き寄せ機　 　  　　 オゾン発生機

排泥ポンプ　 　 　　  活性炭処理施設

ろ過池設備　   　　　 薬品注入設備

１系２系配水ポンプ　 着水井

北村水源地
ポンプ設備     　　　　除塵機

流入、流調弁

武庫川水源地
除塵機　　　　　　　 取水ゲート

ポンプ棟外壁

昆陽池貯水施設 ポンプ棟改修

瑞ヶ池貯水施設 防水シート

事業費（千円） 1,831,700 2,748,410
 

 

 

 

〔具体的な取り組み内容〕 

① 浄水場等施設の計画的な更新 

② 管路（配水管）の計画的な更新 
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②管路（配水管）の計画的な更新 

伊丹市全域の管路（配水管）の総延長は、平成 26 年度末現在で約 545km です。平成

2６年度における伊丹市の管路更新率は約 1.04％であり、このペースで管路を更新すると

全ての管路を更新するのに 100 年近くを費やすことになります。管路更新率の類似団体平

均値（約 0.72％）と比較すると高い割合となっていますが、本市では、高度経済成長期に

集中的に整備を行った管路が今後一斉に法定耐用年数を経過し、管路の経年化率が上昇す

ることが見込まれていますので、平成 28 年度では年間 6,000ｍ（管路更新率 約 1.10％）、

平成 29年度からは年間 7,000ｍ（管路更新率 約 1.28％）の更新改良工事を実施し、管

路の健全性を維持し安定した水道水の供給に努めていきます。 

 

●管路（配水管）の更新 

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

整備延長
　H28　　 ： 年間 6,000ｍ

　H29以降 ： 年間 7,000ｍ
年間 7,000ｍ

事業費（千円） 4,061,030 4,200,000

 
※ 伊丹市管路耐震化基本計画における重要路線の整備延長及び事業費を含む 

 

●管路（配水管）の更新率及び更新周期  

前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

管路更新率
H28　   ：1.10％ （91年周期）

H29以降：1,28％ （78年周期）
1.28％ （78年周期）

 

※ 管路更新率 ＝（当該年度に更新した管路延長）÷（管路総延長）× 100 

 

 

２．財源試算 

 伊丹市新水道ビジョン及び伊丹市水道事業経営戦略の基本理念である「未来につなぐ安

全・安心な伊丹の水道」を実現していくためには、千僧浄水場等施設や管路（配水管）な

ど、水道施設の健全性を維持することが極めて重要です。今後、本市では、水道施設の耐

震化と計画的な施設整備の２事業を最優先事業として取り組みますが、これらの投資事業

には多額の資金が必要となります。 

一方、本市の将来人口の減少、少子高齢化や節水機器の普及、企業の効率的水使用の徹

底等により、水道事業経営の根幹をなす水道料金の減収が予想されます。 

 そのため投資試算（投資事業の所要額の合理化）と財源試算（水道料金などの財源確保）

を均衡させることが持続可能な水道事業を実現するうえで非常に重要となります。 
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２．１ 給水収益（水道料金） 

地方公営企業の料金は、公正妥当なものでなければならず、かつ、能率的な経営の下に

おける適正な原価を基礎とし、地方公営企業の健全な経営を確保することができるもので

あることとされています。 

本市水道事業においても、こうした考え方に基づき、平成 17 年度に料金改定を行いまし

た（平成１８年度から新料金適用）。料金改定以降、水需要の低迷により、給水収益（水道

料金）は減少傾向が継続していますが、経営の効率化に向けた取り組み等を継続実施する

ことで、健全経営を維持しており、今後も収益的収支で一定の純利益が見込まれているこ

とから、給水収益（水道料金）の将来見込については、現行の料金体系・料金水準とし、

給水人口と有収水量の将来推計（第２章 現状と課題 ２．給水人口・有収水量の推移と

見通し）をもとに試算を行いました。 

平成 27 年度における給水収益は、約 30億円ですが、節水機器の普及や企業の効率的水

使用の徹底、給水人口の微減等の影響により、現行の料金体系・料金水準を維持した場合、

給水収益（水道料金）は減少の一途をたどり、平成 32 年度は約 29億円、平成 37 年度に

は約 28億円になると見込んでいます。 

 

●給水収益（水道料金）の見通し                                 （消費税及び地方消費税抜） 

3,021 3,052 3,019 2,999
2,982 2,948 2,930
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金金 金金
）） ））

（（ （（
百百 百百

万万 万万
円円 円円
）） ））

年度年度年度年度
 

 

２．２ 企業債  

企業債については、計画期間中（平成 28 年度から平成 37 年度まで）は、原則、起債対

象事業に対する企業債の発行割合を一定の水準（事業費のうち、国庫補助金等の財源を控

除した額の 50％程度）に抑え、計画的に企業債の発行を行っていきます。 

その結果、企業債残高は、平成 27 年度の約 134億円から平成 37 年度の約 113億円

へと約 21億円減少（約 15.4％減少）すると見込んでいます。さらに、企業債残高対給水
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収益比率は、平成 27 年度の 443.41％から平成 37 年度の 401.10％へと 42.31ポイン

ト減少すると見込んでいます。 

今後においても、健全経営の維持による財源確保を図りながら、計画的な企業債の発行

による世代間負担の公平性の確保と企業債残高の抑制による将来世代の負担軽減に努めて

いきます。 

 

●企業債発行額の見通し  

328 321
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前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

企業債発行額

（千円）
2,877,400 3,563,300

 

 

 

 

●企業債残高の見通し 
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H27 比H27 比H27 比H27 比    

約 21 億円減 約 21 億円減 約 21 億円減 約 21 億円減 

（約 15.4％減）（約 15.4％減）（約 15.4％減）（約 15.4％減）    

約 134 億円 約 134 億円 約 134 億円 約 134 億円 

約 113 億円約 113 億円約 113 億円約 113 億円    
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●企業債残高及び企業債残高対給水収益比率の見通し

H27 H32 H37H27 H32 H37H27 H32 H37H27 H32 H37

企業債残高（百万円） 13,395 12,215 11,33413,395 12,215 11,33413,395 12,215 11,33413,395 12,215 11,334

企業債残高対事業規模比率 443.41% 414.29% 401.10%443.41% 414.29% 401.10%443.41% 414.29% 401.10%443.41% 414.29% 401.10%

※H26 末類似事業体平均値 301.99.％（第 2 章 6．経営指標状況より） 

※企業債残高対給水収益比率 ＝（企業債現在高合計）／（給水収益）×100 

２．３ 一般会計繰入金 

一般会計繰入金については、「平成 28 年度の地方公営企業繰出金について」（総務副大臣

通知）に基づき、地方公営企業職員に係る児童手当に要する経費や上水道の水源開発に要

する経費について、繰入するものとして試算しています。 

 今後、平成３２年度の日吉ダム建設割賦負担金の償還の終了に伴い、一般会計繰入金

についても、減少するものと見込んでいます。 

●一般会計繰入金の見通し
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前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

繰入額
（千円）

487,954 105,460

２．４ 国庫補助金 

国庫補助金は、現行の補助基準（「生活基盤施設耐震化等交付金交付要綱」）をもとに、

補助対象事業費の１/４として試算しています。水道施設の耐震化の取組や老朽化対策の実
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施にあたっては、これまでと同様に国の財源である国庫補助金（生活基盤施設耐震化等交

付金）を最大限活用し、財源確保に努めていきます。 

 

●国庫補助金の見通し 
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前期
（H28～H32）

後期
（H33～H37）

国庫補助金
（千円）

129,622 76,716
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３．投資・財政計画（収支計画） 

現行料金を維持した場合、純利益は、給水収益（水道料金）の減少や減価償却費の増加

などに伴い年々減少し、平成 33 年度に約 2,900 万円程度になると見込まれますが、平成

34年度以降は、減価償却費の大幅な減少に伴い、再び純利益の増加が見込まれます。今回

の計画期間内では健全経営を維持する見込みですが、資本的収支の不足額に対する補てん

財源として使用可能な自己資金については、将来にわたっての安全安心な水道水の持続的

提供に向けた水道施設の耐震化や更新改良の財源として活用することにより、計画最終年

度である平成 37 年度末には約4億 7千万円まで減少する見込みで、次期計画期間内（平

成 38 年度から 47 年度）には、資金不足を生じる可能性があります。 

経営の効率化や投資の合理化を計画的に進めても、なお財源が不足する場合は、料金体

系や企業債の発行水準の見直しを検討する必要があります。不足する財源を過度に企業債

の発行により賄うことは、人口減少社会では、現役世代が負担すべき費用を将来世代が過

度に負担することになります。次期計画策定に向けて、今回の計画期間内に料金改定を含

めた公平で適正な料金体系や料金水準について検討する必要があります。 

 
●収益的収支及び当年度純損益の見通し             （消費税及び地方消費税抜） 
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●自己資金（補てん財源残高）の見通し 
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※自己資金は、資本的収支の不足額に対する補てん財源として使用可能な額としています。 

約 13 億 9 千万円約 13 億 9 千万円約 13 億 9 千万円約 13 億 9 千万円    

約 4 億 7 千万円約 4 億 7 千万円約 4 億 7 千万円約 4 億 7 千万円    
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○収益的収入

水道料金収入

平成28年度予算時の供給単価に、過去５ヶ年の同単価減少率（△0.３％）を掛けて算出

した額と「第2章 現状と課題 ２．給水人口・有収水量の推移と見通し」での有収水量見

込額を掛けた額より計算

長期前受金戻入
既資産取得分に対する特定財源実績値に、将来計画取得分に対する特定財源計画値を減

価償却費に応じ、別途加算

他会計補助金
「平成28年度の地方公営企業繰出金について（通知）」（総務副大臣通知）に基づき地

方公営企業職員に係る児童手当に要する経費について計算

○収益的支出

職員給与費 定員管理計画に基づく職員数にて費用を計上

物件費
平成28年度予算額をベースに、経営戦略に掲げた取り組みのうち、現時点で試算可能な

ものを加減算

減価償却費
既資産取得分に対する実績値に、将来計画取得分を法令等の耐用年数に応じ、別途計算

し加算した額

支払利息
既発債に対する支払利息額に計画新発債に対する支払利息額を別途加算

新発債の利率については、平成28年度予算時の利率を適用

○資本的収入

企業債
建設改良債では、起債対象事業について、概ね５０%程度を充当（国庫補助金・工事負

担金等のその他の財源を控除した額で充当）

他会計補助金
「平成28年度の地方公営企業繰出金について（通知）」（総務副大臣通知）に基づき上

水道の水源開発に要する経費について計算

工事負担金
「平成28年度の地方公営企業繰出金について（通知）」（総務副大臣通知）に基づき消

火栓等に要する経費について計算

○資本的支出

建設改良費
浄水場等施設の更新計画・耐震化計画および管路（配水管）の更新計画・管路耐震化基

本計画に基づいて計上

企業債償還金 既発債に対する償還額に、計画新発債に対する償還額を別途加算

その他 日吉ダム建設割賦負担金を計上

○その他

物価変動 物価変動は考慮していない

投資・財政計画（平成28～37年度）の前提条件について
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第６章 経営戦略のフォローアップ 

「伊丹市水道事業経営戦略」で掲げた計画や取組を確実に実施するために、ＰＤＣＡサ

イクルに基づき、計画、実施、検証、計画の見直しを行います。 

 また、概ね３年毎に進捗状況や取組内容の検証を行うこととし、水道事業を取り巻く環

境の変化を考慮しつつ、経営戦略の見直しを図っていきます。 

なお、検証にあたっては、以下の経営指標等を有効活用し、第三者から見ても評価でき

るよう配慮します。 

〔経営指標等〕 

① 経営の健全性

指標 単位 平成27年度 平成28年度 平成31年度 平成34年度 平成37年度

経常収支比率 ％ 108.49 106.62 104.42 104.89 106.06

累積欠損金比率 ％ － － － － －

流動比率 ％ 143.06 144.05 121.76 108.74 86.63

企業債残高対給水収益比率 ％ 443.41 423.99 418.43 408.40 401.10

② 経営の効率性

指標 単位 平成27年度 平成28年度 平成31年度 平成34年度 平成37年度

料金回収率 ％ 100.38 96.77 95.41 95.59 96.48

給水原価 円/ 144.16 149.69 149.99 148.45 145.83

③ 施設や管路の耐震化の状況

指標 単位 平成27年度 平成28年度 平成31年度 平成34年度 平成37年度

千僧浄水場内施設耐震化率 ％ 68 76 80 100 100

施設全体の耐震化率 ％ 53 59 63 78 100

重要路線の耐震適合率 ％ 54 54 61 66 71

管路全体の耐震適合率 ％ 29 30 34 37 41

④ 計画的な施設整備の状況

指標 単位 平成26年度 平成28年度 平成31年度 平成34年度 平成37年度

管路更新率 ％ 1.04 1.10 1.28 1.28 1.28
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